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令和５年度第１回すみだ食育推進会議 

開 催 日 時  令和５年５月３０日（火）  午後１時３０分から午後３時まで 

開 催 場 所 墨田区役所１２階 １２２会議室 

出 席 者 

（ 敬 称 略 ） 

【委   員】佐伯信郎、原寛道、羽原隆、大久保勝久、大西雅之、米倉れい子、 

      高橋幸恵、田口武司、平田慎吾、本多秀行、河上俊郎、栗田陽、 

岩瀬均(保健衛生担当次長) 

【事 務 局】保健計画課長、保健計画課保健計画担当主査、主事 

会 議 の 公 開 

（ 傍 聴 ） 

公開(傍聴できる) 部分公開(部分傍聴できる） 

会議録の公開 

傍聴者数 なし 

議 題 

１ 保健衛生担当次長 あいさつ 

２ 報告 

  （１）令和４年度 区・すみだ食育 goodネットの食育推進事業実績（追加分） 

  （２）令和４年度 こども商店街事業について（一部動画放映） 

  （３）令和５年度食育推進事業について 

３ 議事 

  （１）すみだ食育フェス２０２３について 

  （２）すみだ食育推進リーダー育成講習会について 

  （３）墨田区食育推進計画定性評価検討会議について 

４ その他（情報交換など） 

 

配 付 資 料 

＜配布資料＞ 

資料１  令和５年度すみだ食育推進会議委員名簿 

資料２  令和４年度区・すみだ食育 goodネットの食育推進事業実績 

資料３  令和４年度こども商店街 

資料４  令和５年度食育関連事業（予定）について 

資料５-① すみだ食育フェス２０２３について 

資料５-② すみだ食育フェス２０２３出展団体一覧 

資料６  令和５年度すみだ食育推進リーダーの育成について 

資料７  墨田区食育推進計画定性評価検討会議について（案） 

資料８  ご意見・ご質問シート 

 

参考   すみだ食育推進会議に関する要綱 

参考   「第１８回 食育推進全国大会 inとやま」チラシ 

参考   「すみだ食育フェス２０２３」チラシ 

 

会 議 録 
１．開会 

◇事務局 

それでは、定刻となりましたので、ただいまから、令和５年度「第１回すみだ食 

   



 

育推進会議」を開催させていただきます。 

今年度から保健計画課長となりました、澤田でございます。本日、司会をさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は、お忙しい中、お集まりいただき、ありがとうございます。この「すみだ

食育推進会議」につきましては、墨田区食育推進計画の理念を踏まえて、墨田区の

食育を総合的に推進するために、区長の附属機関として条例により設置しておりま

す。 

また、この会議は、区の「審議会等の会議の公開に関する基準」に基づき、会

議の公開及び議事録の公表を行うことになっております。本日は、傍聴者はいら

っしゃらないことをご報告申し上げます。それでは初めに、保健衛生担当次長の岩

瀬からご挨拶申し上げます。 

◇岩瀬次長 

本日はお忙しい中、本会議にお集まりいただき、ありがとうございます。保健

所はこの３、４年間仕事がコロナ優先で回っていましたが、５類に移行したことも

あり、通常業務に戻りつつあります。本日の式次第にも書いてありますが、昨年度

のご報告の後は、令和５年度の食育推進事業についてご説明させていただく予定で

す。個人的には、食育フェスが久しぶりに通常通り開催されるということがうれし

いことです。さらには、すみだ食育推進リーダーの育成講習会を今年度は実施いた

します。ただ実施すれば良いわけではなく、広く墨田区内ですみだの食育に携わっ

ていただき、ご活躍いただけるようにしていきたいので、委員の皆様にもご相談し

ていくことになるかと思います。ぜひとも、今年度実施する食育推進事業を温かく

応援していただき、ご意見をいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

◇事務局 

報告及び議事に入らせていただきます。それではここからの進行は、佐伯委員

長にお願い致します。 

２．報告 

事務局より、資料２～４に基づき説明 

  （１）令和４年度 区・すみだ食育 goodネットの食育推進事業実績（追加分） 

  （２）令和４年度 こども商店街事業について（一部動画放映） 

  （３）令和５年度食育推進事業について 

※報告を受けて、各委員よりご意見、ご感想をお伺いした。 

３ 議事 

事務局より資料５-①、５-②、６、７に基づき説明 

(1) すみだ食育フェス２０２３について 

※ここで委員長による採決の結果、過半数以上の賛成をもって承認された。 

(2) すみだ食育推進リーダー育成講習会について 

※ここで委員長による採決の結果、過半数以上の賛成をもって承認された。 

(3)墨田区食育推進計画定性評価検討会議について 

   ※ここで委員長による採決の結果、過半数以上の賛成をもって承認された。 

 



---------以下、意見交換の概要--------- 

□佐伯委員長 

皆様にご協力いただき、議事を進行してまいりたいと思います。なお、本会議は

「委員の過半数の出席において開催」となり、議事承認については「出席委員の過

半数」の賛成をもって承認となります。本日は委員の過半数のご出席をいただいて

おります（１４名中１３名の出席）。それでは、進めさせていただきます。 事務局か

ら報告してもらい、その後、委員のみなさまの質疑・ご意見をお伺いしたいと思い

ます。 

次第２「報告」の （１）の「令和４年度 区・すみだ食育 goodネットの食

育推進事業実績（追加分）」、（２）の「令和４年度こども商店街事業」についてま

とめて報告してもらい、委員のみなさまの質疑・ご意見をお伺いしたいと思いま

す。それでは、事務局から報告してください。 

◇事務局 

では、昨年度の食育推進状況についてご説明させていただきます。資料２をご覧

ください。大部分については、昨年度の１月に開催した食育推進会議で既にご説明

済みですので、それ以降の事業部分だけご説明致します。２月１１日に食育シンポ

ジウムを開催しました。こちらは、区が後援という形で実施をしているもので、今

年は、「保育現場で進めていきたい SDGs を意識した食育のすすめ」をテーマに、す

みだ食育推進会議の委員でもある米倉れい子さんの基調講演が行われました。また、

会場外にブースをいただき、墨田区の食育の取組の PRをさせていただきました。２

月１７日には「芽からはじめるすみとかプロジェクト」の縁を結ぶオンライン会議

が開催され、保健計画課も食育担当として出席をさせていただきました。墨田区で

は、「特別区全国連携プロジェクト」の一環として、北海道の十勝地域と台東区と共

に、関係人口・交流人口の増加に向けて「食」をテーマに取り組んできました。所管

は文化芸術振興課ですが、昨年度は保健計画課も様々な取組に参加させていただき

ました。当日は、北海道十勝地域の芽室町の役場の方や生産者の方々とオンライン

などを通じて意見交換させていただきました。また、３月２６日にオンライン食育

イベント「世界の食文化を知ろう！親子料理教室」を開催しました。これは、昨年度

策定した「墨田区食育推進計画」の中でも「新たな日常」に対応した食育活動の展開

として、オンラインを活用した食育活動を行うこととしており、初めてオンライン

で開催した催しになります。講師にベトナム出身の方をお招きし、ベトナムの食文

化とともに料理を楽しむ、という仕立てで実施をし、５組１１人の親子にご参加い

ただきました。オンラインということで、機材や材料等もすべてご自身でご用意い

ただく形式だったのですが、参加者の皆さんには機材や材料、道具もすべてきちん

とご用意いただき、大きなトラブルもなく、スムーズに実施をすることができまし

た。参加者からは、自宅なので気楽に参加できた、小さい子供がいるので自宅でで

きたのは助かった、といったオンラインならではのご意見をいただくことができま

した。 

続いて、「こども商店街」についてです。資料３をご覧ください。これは、児童館

のこどもたちが近所のお店とつながり、「学び、伝え、体験する」食育プログラム

で、昨年度３年ぶりに実施をしたものです。子どもたちに近所のお店と事前学習を



してもらい、お店の方から伺った情報をもとに、子どもたちがお店の紹介をする作

文をし、それを動画として撮影しました。区内１４館の児童館・コミュニティ会館

の子どもたちが、こちらに記載されている１４店舗の PR 動画を作成しました。資

料に記載されているコードから動画ページに飛べるようになっていますが、本日

は、委員でもいらっしゃる「かめぱん立花店」と「三善豆腐工房」の動画を実際に

ご覧いただきたいと思います。【動画２本視聴】 

□佐伯委員長 

報告を受けてのご意見や、こども商店街の動画をご覧になってのご感想をお伺い

したいと思います。平田委員はこども商店街事業にご協力いただいていましたが、

感想をお願いいたします。 

■平田委員 

こどもたちが積極的に事前学習もしていて、驚きました。意外にも専門的な質問

もありました。店主の顔が見えるし、紹介もしてもらえるし、店側にとってもあり

がたい企画でした。良いものができたと思います。他県にいる知人の料理研究家の

方から、動画を見たと連絡をもらいました。良い取組だね、という感想も言ってい

ました。ただ一つ残念に思ったのが、区のホームページを見ると、問い合わせ先と

して保健計画課にとぶのですが、保健所業務がたくさん表示されて、食育を検索し

たくてもなかなかヒットしない状況でした。興味がある人がヒットできる仕組みが

あると良いと思いました。 

□佐伯委員長 

私の方もこども商店街に協力したので、感想をお話させていただきます。取材の

タイミングが PayPayキャンペーン中だったこともあり、お昼の時間は外したのです

が、お客さんがたくさん来ている状況でした。当初はパンを焼いているところも見

せたいと考えていましたが、当日は混雑していてそこまで対応できず、店先でのイ

ンタビュー形式となりました。他にご感想ありますか。 

■田口委員 

こども商店街はすばらしいなと思いました。今後に向けての意見ですが、14階の

地域活動推進課でも、児童館やキラキラ橘商店街での実施が多いですよね。児童館

と取り組むのは非常に結構なのですが、それと同時に、より輪を広げていただける

と良いと思います。PTAや学校でも子どもを集めることはできると思いますので、

地域にも声をかけてもらえるとありがたいです。 

□佐伯委員長 

ありがとうございます。お時間もありますので、事務局より（３）令和５年度

食育推進事業について報告をお願いします。 

◇事務局 

令和５年度の食育推進事業についてです。資料４をご覧ください。こちらも昨年

度の１月の会議の際に概ねご説明済みですので、新たに詳細が決まったもの等を中

心にご説明させていただきます。食育フェスについては、後ほど議題で詳しくご説

明する予定ですので、割愛させていただきますが、その下の「食育月間関連イベン

ト」についてご説明致します。１点目、ひきふね図書館での食育展示についてです。



昨年度から実施をするようになったのですが、今年は子ども施設課や保健センタ

ー、すみだ食育 good ネットやヤッチャバにもお声がけさせていただき、レシピや

資料の配布等をする予定です。展示と資料配布だけでなく、図書館ならではの取組

として、「食」に関する様々な本も同時にご紹介する予定です。３階の貸し出しカ

ウンター前ということでスペースは小さいのですが、図書館というたくさんの方が

いらっしゃる場所で食育の PRをできたら、と考えております。 

２点目、「給食でつながろう！～給食から SDGs を考える～」についてです。こ

れは、食育月間である６月を中心とした期間に、区立保育園、小学校、中学校で実

施するもので、給食を通して、食べ残しを減らす声掛けを行ったり、保護者に渡す

給食だよりを通して、区の食育の取組を紹介したり、家庭でお子さんと「食」につ

いてお話する機会を設けていただくよう呼び掛けを行う、といった内容になってい

ます。給食の様子の写真等も撮らせてもらい、ホームページ等で後日紹介もする予

定です。 

続いて、こども商店街についてです。こちらについては、先程ご覧いただいた

通り、昨年度は動画撮影という方法で実施をしましたが、コロナ前に行っていたよ

うな販売体験に戻したいという児童館もあるようでしたので、現在、区内児童館・

コミュニティ会館にアンケートを取り、動画撮影か販売体験か意向確認をしている

ところです。販売体験を行うに当たっては、本多委員にもご相談をさせていただい

ているところで、ヤッチャバと一緒に取り組めないか協議していく予定です。 

続いて、食育推進全国大会 inとやまについてです。参考資料のちらしをご覧く

ださい。全国大会への出展が正式に決定しました。今年度もすみだ食育 good ネッ

トさんとともに隣同士で「すみだの食育」について PR させていただく予定です。

区のブースでは、昨年度策定した「墨田区食育推進計画」の紹介を中心に考えてい

ます。また、庁内食育関係各課の資料もともに紹介する予定です。 

□佐伯委員長 

報告を受けてご意見、ご感想をお伺いしたいと思います。今年度のこども商店街

については、ヤッチャバでの販売についても検討していくとの報告がありました

が、ヤッチャバの代表である本多さんの方で、何か補足やご意見等あればお願いし

ます。 

■本多委員 

販売体験の部分はヤッチャバでお手伝いできることもあると考えています。児童

館と調整をして行っていければと思います。また、平田委員からも話がありました

が、こども商店街の PRについては、ヤッチャバの SNSを使って発信を強めていくこ

ともできるので、ご協力できれば、と思います。 

□佐伯委員長 

続いて次第の３、議事に入らせていただきます。議事については出席委員の過半

数の賛成をもって承認となりますのでよろしくお願いいたします。 事務局から説

明していただき、委員のみなさまの質疑・ご意見をお伺いしたいと思います。では、

議題１「すみだ食育フェス２０２３」について説明してください。 

◇事務局 

今年の食育フェスについてご説明します。資料５-①と本日机上配布させていた



だいた食育フェスのチラシをご覧ください。日程は６月１５日～１８日を中心とし

た期間です。内容としては、パネル展示、講演会・オンライン講座、地域イベント

のほか、展示会場で野菜の摂取度を測定する機械の体験を行います。また、先程ご

紹介しました「こども商店街」の動画も放映する予定です。周知につきましては、

６月１日号の区報や各種 SNSのほか、チラシ・ポスターを作成しましたので、学校

や関係各所に配布する予定です。来場者には昨年同様アンケートを実施し、参加団

体様には共有させていただく予定です。 

資料５-②をご覧ください。今年の出展団体一覧となります。★マークを付けた

のが、初めて出展いただく団体様になります。★マークの団体様は、担当で繋がっ

たり、区役所内の食育関係各課から繋いでもらったりしており、今回食育フェスを

実施するに当たりお声がけしたところ、参加いただけることになりました。特に、

今年は社会福祉協議会からお声がけいただき、区内の地域食堂やフードパントリー

の運営団体にたくさん参加いただく予定となっています。 

続いて裏面の講演会部分です。昨年度は区主催の講演会のみの実施でしたが、

今年度は区以外にもすみだ食育 good ネットと食べる支援プロジェクトにも実施い

ただく予定です。すみだ食育 good ネットの講演会では、大久保委員が講師をされ

る予定です。また、一般の受入は行いませんが、教職員対象の食育研修会では、本

多委員に講師をしていただく予定です。 

最後に地域イベントですが、千葉大学の三輪先生に初めてご参加いただくこと

となりました。千葉大学の墨田サテライトキャンパスでは都市養蜂の研究を行って

いるそうですが、その副産物として得られたハチミツの採蜜体験を親子を対象に実

施する予定です。 

展示、講演会、地域イベントともに盛りだくさんの内容になっていますので、

委員の皆様にも、是非ご参加いただければと思います。 

□佐伯委員長 

羽原委員は、途中退席と伺っていますので、議事についてここまでで何かご意見

等あればお願いします。 

■羽原委員 

先週からコロナ患者数が増えているため、遅れてしまい、申し訳ありませんでし

た。皆さんも体調にはお気を付けください。 

イベントとしては、コロナ以前のように通常通りの食育フェスに戻れるよう、期

待したいと思います。すみだ食育推進リーダー育成についてもこれからご説明があ

るかもしれませんが、積極的に行っていただければと思います。 

□佐伯委員長 

ありがとうございます。本日ご出席の委員の皆様のご所属団体も多数参加される

ようなので、展示内容等コメントをいただければと思います。まずは、高橋委員は

いかがでしょうか？ 

■高橋委員 

 すみだ地域栄養ネットワークでは、今年は、“「食」で繋がる地域貢献！”として、

所属する施設や事業所などの取組を紹介する予定です。当会は施設の集まりなの

で、最近は食材費や光熱費の高騰が話題に挙がっています。卵製品の規制も行われ



ており、給食提供の運営が厳しくなっています。また他の団体さんの展示をみて、

今後のヒントをもらいたいと考えています。 

□佐伯委員長 

原委員の所属する千葉大学でも、昨年度から食育フェスに参加し、今年も展示

や地域イベントを実施されるようですが、いかがでしょうか？ 

■原委員 

 展示で参加する予定となっています。サテライトキャンパスでは、三輪先生の話

もありましたが、子ども達が自分が口にすることに対して意識を向けられればとい

う思いから、植物工場という千葉大学の園芸学部が行っている取組をより身近に感

じられるよう、インテリアグリーンや観葉植物を育てて、それを普段の食材として

使って食べる催しを大学の１階で、昨年度行っていました。同じようなことが今年

もイベントの時期にできればと考えていたのですが、秋でなく６月頃だと関わる学

生の調整が難しいため、今までの活動を展示で伝えていこうと考えています。地域

でも、キラキラ橘商店街では活動を続けていますし、浜野製作所のオフィスの中で

栽培して活用することも行っています。また、吾嬬の里でも活動を継続できている

ので、このような活動を地域の方が目にする機会を作っていければ、と思っていま

す。 

□佐伯委員長 

 ありがとうございます。続いて、大西委員はいかがでしょうか？ 

■大西委員 

 本所歯科医師会は昨年度より参加させていただいておりますが、「歯と食育につ

いて」というテーマを基本ベースにしまして、毎年アップグレードしたいと考えて

います。食育というと子どもの食事に注目しがちですが、子どもは大人のものを見

て食べる物を決めますし、さらに親の食べ物をさかのぼると祖父母の食事も大切に

なってきます。小児、成人、高齢者と３つの年齢層に分けて食べるコツや、健康で

あるためにどうしたら良いかについて展示していきたいと考えています。 

□佐伯委員長 

ありがとうございます。大久保委員は向島歯科医師会としての展示と、すみだ食

育 good ネットの理事として講演会の講師もされる予定ですが、ご意見ありますで

しょうか？ 

■大久保委員 

 向島歯科医師会としては、パネル展示でご高齢の方を対象に、口腔ケア講演会を

介護予防事業として行いました。すみだ食育 good ネットの講演会の方では、子ど

もの窒息事故予防の内容で行います。節分の豆などで窒息事故も起きていたりしま

す。乳歯と永久歯の生え変わりの時期でもあるので、前歯や奥歯がなくなる学童の

時期は、食べ方に気を付けることが必要です。学童期に嚥下や食べ方を知ることで、

大人になって介護をするようになったり、自分が介護を受ける側になったりした際

に、食べるときに注意することが分かり、窒息しないように気を付けることができ

ると考えています。 



□佐伯委員長 

ありがとうございます。本多委員は教職員向けの研修会で講師もされる予定で

すが、いかがでしょうか？ 

■本多委員 

まだ資料は作成中なのですが、食育に携わる学校の先生や担当者向けの研修会と

聞いています。食育でヤッチャバが担っていることや、どれだけ幅広く活動できて

いるかを紹介することで、先生方の新たな気づきにつながるよう話して欲しい、と

いうオーダーを受けているので、ヒントになることを発信する方向で考えていま

す。 

□佐伯委員長 

ありがとうございました。では、「すみだ食育フェス２０２３」にご承認いただ

ける方は挙手をお願いいたします。「出席委員の過半数」の賛成をもって承認とな

りました。ありがとうございます。引き続き、事務局より（２）すみだ食育推進リ

ーダー育成講習会について説明をお願いします。 

◇事務局 

では、資料６をご覧ください。今年度、４年ぶりに実施する「すみだ食育推進リ

ーダー育成講習会」についてご説明致します。これは、食育を推進する中核となる

人材「すみだ食育推進リーダー」を育成するために実施するものです。現時点での

予定となりますが、１０月３日（火）～１２月５日（火）にかけて、全７回で開催

予定です。定員は１５名となっており、区内在住・在勤・在学で、受講後に地域の

食育推進に貢献する意欲のある方で７日間受講可能な方を募集予定です。食育に関

する様々な知識や活動事例を学びながら、グループワーク等を通して食育推進の企

画アイディアを体験いただく予定です。食育関係者・関係団体の皆様にも講師とし

て事業や取組のご紹介をお願いしたいと考えております。食育推進会議の委員の皆

様にもご依頼させていただいているところです。お忙しいとは存じますが、ご協力

のほどよろしくお願い致します。また、チラシ等が出来上がりましたら、共有させ

ていただきたいと思います。 

□佐伯委員長 

では、「すみだ食育推進リーダーの育成」について、ご意見ある方は挙手をお願

いいたします。  

■栗田委員 

意見というか質問なのですが、食育推進計画にもありますように、食育を推進

するために中核となる人材を育成することは重要だと考えております。これまでも

計画的に育成されてきたと思いますが、育成して終わりではなく、活動していただ

くことが必要だと思います。具体的にどのような活動をしていただきたいと考えて

いるかを教えてもらえればと思います。 

◇事務局 

墨田区の場合、食育推進リーダーという名称で、ボランティアという言い方をし

ていません。例えば、ボランティアであれば、区が企画したイベントに当日だけ関

わっていただくことになるかと思いますが、すみだ食育推進リーダーは、区と一緒



にイベントを内容も含めて考えて実施につなげていけるような人材を想定してい

ます。地域の中で何かしら食育に想いを持っている方々がこれまでも参加されてい

ましたので、区の事業にだけ関わっていただくのではなく、自分の地元でこのよう

なことをやりたいと形にしていくこともあるかと思います。自分で事業を展開して

いけるような人材の育成をイメージしています。７回の講習会の中で講師の方のお

話や交流を通して、人脈を作りながら、自分のやりたいことを描いていけるような

内容で考えています。 

■本多委員 

リーダーの育成も大切だと思いますが、学ぶ機会だけにするのはもったいないと

思います。実践的にチャレンジすることも、この会に盛り込まれているとより良い

と思いました。ヤッチャバで協力できることがあれば、言ってください。チャレン

ジできる機会に試しでやってみて、失敗しても良いし、以降も自分でやってみよう

と思えれば良いかなと思います。そういう自分から進んでチャレンジする方に、ヤ

ッチャバも手伝ってもらいたいと考えています。 

■米倉委員 

積極的に育成する姿勢はすばらしいと思います。一方で、これまで講習を受けた

修了生は、おいくつくらいの方がいらっしゃったのかが気になります。というのも、

次世代への継承が必要なので、興味関心の高い方が集まるのも大切ですが、一方で、

多世代がグループワークなどを通して、伝えていける仕組みも大切だと思います。

私は以前内閣府で食育を担当していましたが、本多委員を始め、若い世代が墨田区

の全国大会を盛り上げていって、今に続いている様を見ているので、１５名集める

ということだけでなくて、声掛けをする団体に対して、色々な世代が関わる仕掛け

を行政としても取り入れることで、伝わりづらい世代に伝える担い手になってもら

えると思います。難しいことを言っているとは思いますが、募集の前にこのような

視点を入れて進めて欲しいと思います。 

◇事務局 

これまで５期育成をしてきましたが、直近でも令和元年度と４年間空いており、

その前は平成２５年度なので、現時点からすると１０年くらい空いている状況とな

っています。令和元年度に終了した５期生は３０代の方もいましたが、全体的には

６０代以上の方が多くなっているかと思います。区としても、多世代の方に関わっ

ていただきたいと考えていますので、以前リーダー育成講習会に関わっていた方に

も、今回は携わっていただこうと考えています。参加者は、区報でお知らせをする

だけでは勝手に集まってくるものではないとは考えています。ただ、幸いにも新た

な団体とのつながりもできているので、そういうところから、お声がけしていき、

内容もお伝えして、こちらと一緒にできるようなつながりをより広めていければ、

と考えています。 

■田口委員 

開催の時間について聞きたいのですが、夜とか土日に開催することは考えていま

すか。また、過去に参加された方から、日程についての意見がなかったか教えてく

ださい。 



□佐伯委員長 

事務局お願いします。 

◇事務局 

現在のところでは、毎回火曜日に固定して開催をする方向で考えています。以

前にもそういうような声はあったとは聞いていますが、夜や土日にすると人が集ま

るかというところは不透明と考えています。前回の講習会では、講義を動画撮影し、

欠席された方にはそれを見てもらう形でも対応したと聞いています。講師の方の承

諾を得た上で Zoom などを活用することは可能かとは考えています。ただ、ワーク

ショップに関しては、集まっていただいて、皆さんで意見を出し合ってもらうので、

会場へお越しいただく必要があります。 

□佐伯委員長 

 他にございますか。 

■河上委員 

前回、お手伝いした関係もあり、当時の状況をお話させていただきたいのです

が、参加者には大きく２つのタイプがありました。１つは町会や自治会など地域と

のつながりが既にある方、もう一方は、講習会で集まった人たちとグループを作っ

て活動していきたいと考えている方と、大きく２つの考えがあったように思いま

す。講習会終了後は、私も働きかけをしたかったのですが、コロナ感染症で集まる

ことができませんでした。今回は良いチャンスだと思います。うまくリードしても

らえれば、良いものができると思います。 

□佐伯委員長 

区と協働で動ける人材、自ら動ける人材の育成は難しいと思いますが、委員の皆

さんのご意見も含めて計画していただければと思います。では、「すみだ食育推進

リーダーの育成について」ご承認いただける方は挙手をお願いいたします。「出席

委員の過半数」の賛成をもって承認となりました。 

では、続いて、議題３「墨田区食育推進計画定性評価検討会議」について事務局

より説明してください。 

◇事務局 

墨田区食育推進計画定性評価検討会議について説明させていただきます。資料７

をご覧ください。墨田区食育推進計画では、目標の達成状況を把握する指標として、

量的及び質的評価を行うこととしています。このうち、定性評価については、これ

まで育まれてきた「食育」の実践活動に着目し、「食」を通して生まれた意識や行

動の変化を追っていくこととしています。また、あわせてすみだが目指す食育の姿

と計画の全体像がどのように推進されているかについて、区民等と区の両面から検

討・調査することとしています。そして、定性評価は、資料７の図表のとおり、３

つの評価指標と６つの評価項目から行うこととしています。以上に関しては、「墨

田区食育推進計画」に記載をしていますが、実際に評価を行うに当たっての具体的

な仕組みについては、まだ定められていないため、検討会議を設け、議論をさせて

いただきたいと考えています。事務局としての委員案については、（２）にお示し

したとおりです。すみだ食育推進会議の委員からは、米倉委員と本多委員のお名前



をあげさせていただいておりますが、これまでもこの定性評価の部分については、

お二人から様々なご意見・アドバイスをいただいており、今回の検討会議でも委員

としてご意見を頂戴したいと考えております。また、現行の「墨田区食育推進計画」

の検討会で委員を務めていただきました、大久保委員と秋田委員にも入っていただ

きたいと考えております。このほか、区の職員として、保健衛生担当次長を委員と

したいと考えております。会議の開催日程等につきましては、（３）のとおりで、

今年度内に２回開催をさせていただき、その検討内容については次の食育推進会議

の場でご報告をさせていただく予定です。 

□佐伯委員長 

では、「墨田区食育推進計画定性評価検討会議」についてご意見ある方は挙手を

お願いいたします。すみだ食育推進会議からは、米倉委員と本多委員に定性評価検

討会議の委員として検討いただくこととなるかと思いますが、それぞれご意見等あ

ればいただけますでしょうか。まずは、米倉委員からお願いします。 

■米倉委員 

２点あります。区の方々にも確認しながら進めたいのですが、質的調査は時間が

かかるものです。主観的な意見だと言われてしまうと、エビデンスになりにくいの

で、行政を支えるような根拠資料にならなければ、経過を皆で確認すらできなくな

ってしまいます。だからこそ、しっかりと時間をかけなければいけないと思います。

今のスピード感だといつできるのか、不安に感じます。行政としてしっかりとフレ

ームワークを示していただかないと、検討する側が決められないため、まずはその

精査を早くしていただけると良いと思います。というのも、質的調査を行うにあた

り、評価を確認するためには、ベースライン調査が必要になります。「すみだらし

い食育文化」を皆さんがどのように捉えているのかを考えると、おそらくターゲッ

トは区民となると思います。そうした区民の評価をするとなると、大きなイベント

の時等にきちんとアンケートがとれていたり、様々な組織の方等に同じ評価指標を

配ってデータを積み上げる仕組みを作らないといけないと思います。例えば食育フ

ェスの際に行う等、自ずとゴールは決まってくると思うので、そこに向けて何をし

なければいけないのか、きちんと考えてセットしていかないといけません。次回ま

でに何をやりましょうという逆の発想だと、計画の期間が終わってしまうので、焦

りを感じています。どこかで「墨田区としてはこうありたい」、ということを検討

会で示してもらうことで、自分達は専門的な知見を出し合って議論し、次回の会議

で承認をいただくという流れになるかと思います。 

もう一点は、全国を見渡しても墨田区はとても住民主導・主体でしっかりとした

食育を進めている先進的な優良事例だと思っています。一方で、食育に取り組む上

で行政の課題となるのは、無関心者層をどう動かすか、となっています。関心のあ

る人の意見、意欲や行動を維持していくかのデータはとれると思いますが、それが

本当に墨田区全体の区民に当てはまるかというと、そうではないので、関心がある

方と無関心者層をしっかりと押さえながら、その人たちがすみだの食育を通してど

のように変わっていったかをしっかりと描けるような検討結果を示していく必要

があります。そういった関係者やイベント、仕組みといったものを行政の案として



出していただけると、委員として対応していけるかと思います。 

◇事務局 

次回の会議までにはフレームワーク等含めて、方向性を示して、進めていきたい

と思います。 

□佐伯委員長 

ありがとうございます。本多委員はいかがでしょうか？ 

■本多委員 

具体的な仕組みや論理的な構造については、ロジックモデルと言われたりしま

すが、ストーリーを粗々でも良いので、区で示していただければ、それをもとに考

えていけると思いますので、検討を進めていただきたいです。この会議でも委員の

皆さんに説明をするポイントになるかと思います。また、評価することも手段であ

って、目的ではないと思っています。食育推進リーダーの話でも出ていましたが、

リーダーを育成して、その人たちにどう動いていっていただけるか、そこを正確に

知るために評価するのであって、本質的にやるべきことはリーダーを育成して協働

を進めていくことなので、それを念頭に置きながら、この定性評価の会議で意見を

言わせていただきたいと思います。 

□佐伯委員長 

他の委員の方はいかがですか。 

■栗田委員 

米倉委員と本多委員と重複するかもしれませんが、計画の進捗管理と評価はと

ても重要だと認識しております。今回の食育推進計画では第７章で、評価について

詳しく記載されています。 

一方で、評価は難しい面もあります。特に定性評価は難しいと言われています。

評価にあたっては、より客観的な評価方法・内容とすることが重要と思います。こ

の度、定性評価検討会議を設置して、具体的な仕組みを検討するということなので、

期待したいと思います。 

□佐伯委員長 

他の方はよろしいですか。それでは「墨田区食育推進計画定性評価検討会議」に

ご承認いただける方は挙手をお願いいたします。「出席委員の過半数」の賛成をも

って承認となりました。 事務局は、委員の皆様からいただいた意見を踏まえて、

事業や計画策定を進めていくようお願いします。委員の皆様には、今後の事業等の

準備についてご協力いただきますようお願いします。議事については以上になりま

す。 

続きまして、４その他です。皆さま何か情報提供はありますでしょうか。では、

私の方からすみだ食育 good ネットの活動のご報告をさせていただきます。先週の

金曜日に総会があり、各議事については会員さんより無事、ご承認をいただきまし

た。また、「『プラットフォーム機能』を持つリアルな拠点づくりを目指して」と題

した動画を作成したので、放映しました。１５分かかるため今回の会議ではお見せ

できませんでしたが、当会ホームページで掲載をする予定なので、是非ご覧くださ

い。 



令和４年６月に策定されました墨田区食育推進計画においても、協創の食育を

育むために、区内外の様々な人が参加する拠点づくりを目指すことが書いてありま

す。そこで、芽室町との取組を動画にさせていただきました。 goodネットとして

は、今後、拠点を作って新しい関係性を作るということを目指して取り組んでいき

たいと考えています。 

平田委員は、地域で様々な食育活動を行っていますが、何か動きがあれば教え

ていただけますか。 

■平田委員 

４月に地域の子ども達と、おからを使った味噌作りの講習会を行いました。以前

開催したイベントの時に使った麹が手元にあったので、知っている近所の親子に声

をかけたのですが、そこからやりたいという子どもたちが集まって、６組１２人で

行いました。 

また、２０年以上続けているのですが、千葉県の圃場で豆を育てています。去年

はボーイスカウトの子たちと秋に恒例の枝豆の収穫イベントも行いました。若い世

代、特に子どもを育てている世代は、食育に関心が高いと感じています。ただ、米

倉委員から話もありましたが、そこをどう拾っていくか、という仕組みがないと感

じます。そうした世代が、食育って何なのか、何をするのか、どうすれば良いのか

という疑問に答える窓口や拠点、例えば、コンシェルジュのような窓口があれば良

いと思いました。関心がある人はたくさんいると思います。これまでの１０年間、

児童館を中心に基礎の仕組みづくりを展開してきたと思いますが、今後はそれを地

域にどう落としていくかとになるかと思います。私も地域活動をしているので、簡

単ではないのが分かっていますが、児童館やお店などを拠点にして、モデル事業（モ

デル地域）を作って、進めても良いと思います。先日、おから味噌作りに参加した

親子も、今週末に地域のお祭りのイベントに参加してくれるという、良い効果やつ

ながりもあったところです。 

■本多委員 

関連することで、食育のホームページについて、今年度の動きを教えてください。 

◇事務局 

区の既存のホームページにはめ込む形で作るよう動いています。保健計画課だけ

でなく、関連する課で栄養士がいる部署もあり、それぞれが取り組んでいる食育の

活動・事業もあるのでそれらを取りまとめて掲載したいと考えています。また、「す

みだの食育」について紹介するページもまだ整備できていません。多くの自治体で

「食育」について紹介するページがありますが、墨田区は、現在はこども商店街の

動画しか載っていないため、拡充していきたいと考えています。 

■本多委員 

 平田委員の意見でもありましたが、コンシェルジュじゃないですが、一目で見て

わかるようになっていて欲しいと改めて思いました。 

□佐伯委員長 

 ありがとうございます。私もホームページは気になっているところです。なかな

か１か所ですみだの食育について共有できるところがないので、すみだ食育 good

ネットが協力できることがありましたらおっしゃってください。最後に、岩瀬委員



 

 

は、先日、すみだ食育 good ネットの総会にご出席いただきましたが、動画を見て

ご感想やご意見ありますか。 

■岩瀬委員 

 以前、福島の相双地域のワークショップに参加した時のことにも通じるのです

が、やはり現地で顔を合わせてリアルに交流できるのは良いと思いました。今回の

動画でも、すみだ食育 good ネットの方の「リアルに会う」という言葉に感動しま

した。拠点づくりは、単純に箱を造れば良いということではないことは理解してい

るので、具体的に考えながら進めていきたいと思います。すばらしい動画なので、

皆さんにも見ていただきたいと思います。 

□佐伯委員長 

ありがとうございます。それでは、事務局にお返しします。 

◇事務局 

佐伯委員長ありがとうございました。委員の皆さまも貴重なご意見ありがとう

ございました。いただいたご意見を元に、より良いものにしていきたいと思います。

次回の推進会議は、来年の１月末を予定しております。日程を調整の上、担当より

ご連絡をさせていただきます。また、本日お伺いしきれなかったご意見につきまし

ては、資料８の「ご意見・ご質問シート」にご記入いただき、６月９日（金）まで

にご返送いただきますようお願い致します。それではこれで令和５年度第１回すみ

だ食育推進会議を閉会させていただきます。皆さま、本日は長時間にわたり誠にあ

りがとうございました。 

 

 

 


